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被服形態と機能性に関する研究

第2報　 ストレートスカートのゆとりに及ぼすダーツの効果
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目的
衣服には機能性はもとより、 外観形態を整えるためのゆとりが必要であるが、それらを

作り出すところの、 平面的な布地に対する立体化のためのダーツやギャザーなどが不可欠

である。 最近、 赤外線やレーザーを利用し た非接触の計測装置にコード化パターン光投光

式の形状計測装置の開発に伴い[]-I.化 ﾊﾟﾀｰﾝ光投光式非接触３次元形状計測装置による計

測とその評価法｣ としてフレ アースカートの形態計測を前報にて報告した。それに引続き

今回はベーシックなストレートスカートの立体化に対応するためのダーツの位置と量によ

る効果について、 その形状変化から考察を試みたので報告する。

方法
試料は織物による布のせん断や伸び、 曲げ硬さなどによる影響を考医にいれ、薄手フェ

ルトを用いた。 パターンは、 満　清一氏がキプリス９号による立体裁断により求めら れた

スa  ーパーを基準として、ダーツ位置、 並びにダーツ量に変化を加えたバターンを製作し

た。 これら スカートをボディに着装させ、 非接触３次元形状計mm 置によって４方向から

計測を行った。

結果
ダーツの位置と量のちがいによりゆとり形状に変化がみられた。 すなわち、 ダーツ 位置

を中心よりに移動することによってゆとり形状は前後径に増し、 体側に移動することによ

って横径に増加し、 これらゆとり形状の変化が外観にも影響を及ぼすことが確かめられた。

D no フ レ ア ー ス カ ー ト の 形 態 に 及 ぼ す 縫 い 目 お よ び

布 の 力 学 特 性 の 影 響
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＜ 目 的＞　 フ レ ア ー スカ-  ト の ．ド レ ー プ 形 態は、 素 材 の 物 性、 布 目 使 い や 縫m 条 件 な ど に

よ っ て 様 々 な 影 響 を 受 け る．　本 報 で は、 縫 い 目 が ス カ-  ト 形 態 に 及 ぼ す影 響 を 明 ら かに す

る た め、 ス カ ート の は ぎ 枚 数 を 変 化 さ せ て ド レ ー プ 形 状 を 検 討し た． 試料 布 の 選 択 に は、

近 年 開 発 さ れ た 高 ド レ ープ 性 素 材 に 注 目 し、 同 試 料 を 含 む21 種 の 力 学 的 性 質 の 異 な る 試 料

布 を 用い て フ レ ア ー ス ■t) ー ト を 作 製 し． は ぎ 枚 数 に 伴 う ド レ ー プ 形 熊 の変 化 を 測 定 し た．

＜ 方 法 ＞ 各 試 料 布 に つ い てKES －FBシ ス テ ム を 用 い て、 基 本 力 学 量 を 測 定 し． 高 ド レ ープ 素

材 の 特 性 を 検 討 し た． こ れ ら の 試 料 布 か ら 綿ブa  ― ド、 ポ リ エ ス テ ル 羽二 重お よ び 高ド レ

ープ 性 能 ポ リ エ ス テル の３種 を 用 い て ス カ ー ト 丈、 裾 轜 を 一 定 と し、 は ぎ 枚 数 が そ れ ぞ れ2,

4,    6,     8枚 で あ る フ レ ア ー スカ- ト を 作製 し た． 婦 人９ 号 サ イ ズ の 人 台 に ス カ- ト を 着 装さ

せ、 写 真 撮 影 に よ り． 正 面、 側 面、 ヘ ム ラ イ ン 形 態 を 測 定し た． さ ら に 縫 い 目 部 分 の シ ミ

ュレ ー ショ ン 試 験 を 行 い.    ド レ ープ 形 熊 に 及 ぼ す 縫 い 目 の 曲 げ 特 性 な ら び に 試 料 布 の 力 学

特 性 の 影 響 に つ い て 検 討 し た．

＜ 結 果＞　 高 ド レ ープ 性 素 材 は 他 の 試 料 に 比 べ、 重 量 の 割 に 曲げ 剛 性． せ ん 断 剛 性 が 小 さ

く． フ レ ア ー スカ ート は、 他 の 試 料 よ り も． 広 が り の 小 さ い,       ノ ー ト の 細 か なド レ ー プ と

なっ た． 一 般 に ス カ ー ト の はぎ 枚 数 が 多 く な る と ノ-  ト 数 は 増 加し、 裾 角 度 は 大き く． す

な わ ち 裾 の 広 がり が 小 さ く なり、 ヘ ム ラ イ ン の 山 の 高 さ は 小 さ く な る が、 高ド レ ー プ 性 能

ポ リ エ ステ ル は、 は ぎ 枚 数 が多 く な る と 縫 い 目 の 部 分 で 巻き 込 み 現 象 を 生 じ、　ド レ ープ 効

果 が 抑 制 さ れ る な ど の 結 果 が得 ら れ た．


